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私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
市
議

会
に
お
け
る
最
大
会
派
＝
定
数
50
（
欠
員

２
）
内
26
議
席
＝
で
あ
り
、
責
任
あ
る
議

会
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、
保
守
本
流
で
あ
る
私
た

ち
自
由
民
主
党
が
安
定
成
長
を
願
い
、
住

み
や
す
い
社
会
を
構
築
す
べ
く
、
そ
の
時

代
に
沿
っ
た
政
治
行
動
を
と
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
最
大
会
派
と
し
て
、

歴
代
市
長
と
と
も
に
、
市
勢
発
展
の
た
め

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
民

が
政
権
の
転
換
を
望
ん
だ
こ
と
か
ら
、
政

権
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
国
政
と
市

政
は
一
体
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民

の
声
を
最
大
限
市
政
に
反
映
で
き
る
会
派

と
し
て
、
各
種
政
策
に
関
与
し
、
本
市
の

安
定
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
全
国
を
見
ま
す
と
、
首
長
と
議
会
が
対

立
し
、
上
程
さ
れ
た
議
案
が
議
会
を
通
過

せ
ず
に
混
乱
を
招
き
、
予
算
の
執
行
が
滞

っ
た
り
、
人
事
案
件
が
決
ま
ら
な
か
っ
た

り
、
行
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
住
民

生
活
に
影
響
の
出
て
し
ま
う
自
治
体
が
あ

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
是
々
非
々
で
緊
張

感
を
持
ち
な
が
ら
、
執
行
部
の
視
点
、
議

員
の
視
点
と
を
調
整
し
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
、
住
民
に
不
利
益
の
出
な
い
よ

う
な
政
策
決
定
を
行
え
て
い
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇都宮市議会自由民主党議員会では、より多くの市民の皆様の声を

市政に反映させるために、積極的に取り組んでいます。

この「夢・うつのみや」に掲載いたしました記事へのご意見・

ご感想をはじめ、皆様方の声をぜひお聞かせ下さい。

市民に開かれた市議会を目指し、引き続き頑張って参ります。



　
―
社
会
経
済
環
境
が
一
層
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
本
市
の
目
指
す
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
本
市
の
持

続
的
な
発
展
や
成
長
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
戦
略
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
、
見

解
と
決
意
を
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
国
も
地
方
も
厳
し

い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
が
、
将
来
の
宇
都
宮
市
の

発
展
や
成
長
に
向
け
た
布
石
を

打
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
北

関
東
や
首
都
圏
に
お
け
る
存
在

感
を
さ
ら
に
高
め
、
将
来
の
道

州
制
下
に
お
い
て
も
中
心
的
都

市
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。
ま
た
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の

形
成
や
地
域
経
済
・
産
業
の
育

成
・
支
援
な
ど
の
取
組
を
着
実

に
推
進
し
、「
都
市
力
」
や
「
人

間
力
」
、
「
地
域
力
」
の
向
上

を
図
り
、
本
市
の
持
続
的
な
発

展
や
成
長
を
目
指
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
衆
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い

て
②
今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
い

て
◆
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て

◆
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
推
進

に
つ
い
て

◆
産
業
政
策
に
つ
い
て

①
産
業
振
興
策
に
つ
い
て

②
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
地
域
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

②
小
規
模
特
認
校
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

　
―
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
「
地
域
別
構
想
」

が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の

か
、
そ
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
「
住
ん
で
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
」
の

具
体
的
姿
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
伺
う
。

栗
田
都
市
開
発
部
長
　
「
地
域

別
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

各
地
に
お
い
て
「
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

活
用
や
生
活
利
便
施
設
の
充
実

な
ど
に
よ
る
居
住
環
境
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
「
住
ん
で

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
町
の
具
体
的
姿
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
「
拠

点
」
の
配
置
や
そ
れ
ら
を
結
ぶ

「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
「
多

様
な
暮
ら
し
方
を
選
択
で
き
る

居
住
環
境
」
な
ど
、
地
域
の
あ

る
べ
き
姿
を
描
く
こ
と
で
、
本

市
の
存
在
感
を
磨
き
、
「
持
続

可
能
な
み
ん
な
に
選
ば
れ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
予
算
に
つ
い
て

①
今
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

②
来
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

◆
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

◆
生
活
保
護
に
つ
い
て

◆
妊
婦
健
診
に
つ
い
て

◆
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ

い
て

◆
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
に
つ

い
て

◆
地
域
に
よ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て

◆
地
域
学
校
園
の
推
進
に
つ
い

て

　
―
市
が
実
施
し
て
い
る
「
障

が
い
者
生
活
支
援
事
業
」
は
上

河
内
・
河
内
地
域
で
実
施
し
て

い
る
事
業
所
が
な
い
が
、
両
地

域
で
の
相
談
支
援
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
既
存
の
相
談
業
務

の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
市
内
の
介
護
ヘ

ル
パ
ー
の
就
業
状
況
と
、
今
後

の
確
保
策
に
つ
い
て
伺
う
。

桜
井
保
健
福
祉
部
長
　
上
河
内
・

河
内
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
「
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制

の
整
備
」
に
あ
た
り
、
十
分
考

慮
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
生
活
に

関
す
る
相
談
に
加
え
、
就
労
や

権
利
擁
護
に
関
す
る
支
援
に
も

十
分
対
応
で
き
る
体
制
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
介
護
職
員

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
給
与
水

準
が
低
い
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
、
処
遇
改
善
交

付
金
な
ど
の
制
度
周
知
に
努
め

て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て

◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

◆
自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

◆
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
自
然
環
境
保
全
へ
の
取
組
に

つ
い
て

②
産
業
廃
棄
物
の
中
間
処
理
施

設
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

◆
農
業
と
商
工
連
携
に
つ
い
て

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

◆
建
築
行
政
に
つ
い
て

　
―
農
産
物
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
、
市
長
自
ら
が
農
産
物
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て
は
ど

う
か
。
地
域
が
取
り
組
む
農
産

物
の
販
促
事
業
を
、
行
政
が
さ

ら
に
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
農
業
王

国
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
を
持

っ
た
施
設
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
宇
都
宮
市
の
農
産

物
は
大
変
美
味
し
い
と
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
自

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

首
都
圏
に
お
い
て
販
売
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
は
大
変
有
意
義

な
こ
と
で
あ
り
、
、
将
来
的
に

は
、
オ
ー
ル
宇
都
宮
と
し
て
首

都
圏
に
向
け
販
促
活
動
が
で
き

る
よ
う
支
援
策
の
検
討
や
仕
組

み
づ
く
り
に
努
め
る
。
「
農
業

王
国
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
を

持
っ
た
施
設
」
に
つ
い
て
は
、

建
設
・
運
営
主
体
、
立
地
条
件

な
ど
、
宇
都
宮
農
業
協
同
組
合

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
行
い
、

年
度
内
を
目
途
に
取
り
ま
と
め

た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

◆
食
の
街
道
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て

◆
地
場
産
業
で
あ
る
大
谷
石
利

用
の
活
性
化
に
つ
い
て

◆
鬼
怒
川
河
川
敷
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ

い
て

②
学
校
ク
レ
ー
マ
ー
の
対
応
に

つ
い
て

九
月
定
例
会
一
般
質
問
（
抜
粋
）

　
農
業
王
国
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
あ
る
施
設
整
備
が
必
要



　
９
月
定
例
市
議
会
は
９
月
１

日
か
ら
30
日
ま
で
の
30
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
本
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
22
議
案

を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
は
、
厳
し
い
経

済
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
市

の
制
度
融
資
枠
拡
充
の
た
め
の

金
融
機
関
へ
の
預
託
金
36
億
円

を
含
む
金
融
対
策
費
約
38
億
５

千
万
円
や
、
国
の
「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
」
に
関
連
し
て
３

歳
か
ら
５
歳
の
子
ど
も
に
年
３

万
６
千
円
を
支
給
す
る
た
め
の

費
用
約
６
億
円
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
金
融
機
関
へ
の
預
託
金
の
増

額
に
よ
っ
て
、
市
の
制
度
融
資

枠
は
本
年
度
当
初
予
算
時
の
１

６
３
億
円
か
ら
２
１
３
億
円
に

拡
大
さ
れ
ま
す
。
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
市
内
の
中

小
零
細
企
業
等
の
皆
さ
ん
に
役

立
つ
こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
成

立
し
た
補
正
予
算
が
滞
り
な
く

執
行
さ
れ
、
市
民
生
活
の
安
定

と
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

【９月定例会付託案件】
議案第106号�平成21年度宇都宮市一般会計補正

予算（第５号）

� 　第１条歳入歳出予算の補正中

� 　　歳入全款

� 　　歳出第10款　５、10各項

� 　第３条地方債の補正

同　第118号�工事請負契約の締結について

同　第119号�同件

同　第120号�同件

陳情第29号� 所得税法第五十六条の廃止を国に

求める意見書の提出を求める陳情

【９月定例会付託案件】
議案第106号�平成21年度宇都宮市一般会計補正

予算（第５号）

� 　第１条歳入歳出予算の補正中

� 　　歳出第25款10項

� 　　　　第35款５項

� 　第２条債務負担行為の補正

陳情第30-1号�宇都宮工業団地内への産業廃棄物

処理施設建設反対等を求める陳情

【９月定例会付託案件】
議案第106号�平成21年度宇都宮市一般会計補正

予算（第５号）

� 　第1条歳入歳出予算の補正中

� 　　歳出第40款10、15、20各項

同　第111号�平成21年度宇都宮市宇大東南部第

１土地区画整理事業特別会計補正

予算（第２号）

同　第112号�平成21年度宇都宮市宇大東南部第

２土地区画整理事業特別会計補正

予算（第２号）

同　第117号�宇都宮市手数料条例の一部改正

� 　　　　　　　　　　　　　　他

【９月定例会付託案件】
議案第106号�平成21年度宇都宮市一般会計補正

予算（第５号）

� 　第１条歳入歳出予算の補正中

� 　　歳出第20款５項のうち所管関

� 　　　　　　　係部分

� 　　　　第50款５、10、15各項

同　第113号�平成21年度宇都宮市水道事業会計

補正予算（第２号）

同　第114号�平成21年度宇都宮市下水道事業会

計補正予算（第２号）

同　第122号�損害賠償の額の決定及び和解につ

いて

【９月定例会付託案件】
議案第106号�平成21年度宇都宮市一般会計補正

予算（第５号）

� 　第１条歳入歳出予算の補正中

� 　　歳出第15款５、７、10、15各項

� 　　　　第20款５項のうち所管関

� 　　　　　　　係部分

同　第107号�平成21年度宇都宮市国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）

同　第108号�平成21年度宇都宮市介護保険特別

会計補正予算（第２号）

同　第109号�平成21年度宇都宮市老人保健特別

会計補正予算（第１号）　　　他



掲載致しました記事だけでなく、市民の皆様が

日頃感じている暮らしに関すること等のご意見

・ご要望・ご感想を、身近な議員にもお気軽に

お寄せ下さい。

　　　※名前の後の○数字は期数です。

★議会関係人事（９月定例会）

　自由民主党議員会は、議員の立場から概ね10年後の「宇

都宮のまちの姿」を想定し、まちの魅力や特性、末来像を

考え、将来に向かって持続可能な都市の実現に向け、個別

具体的な項目について調査研究し、議会一般質問や常任委

員会、特別委員会等において、執行部に対し問題提起や提

言をしていくため、新たに３つの調査研究グループを設置

しました。

　昨年６月に設置した「宇都宮市の将来ビジョン研究会」

（シティセールス研究部会、バイオマスエネルギー利活用

研究部会、地域産業の基盤と競争力強化研究部会、コンパ

クトシティ研究部会、風格あるまちづくり研究部会）につ

いては、現在、報告書を取りまとめています。

　新たに設置した調査研究グループは以下の通りです。

※　◎：リーダー　○：サブリーダー

【宇都宮市農業委員】　阿久津　均　　五月女伸夫

　手塚順一氏の死去に伴う、宇都宮市議

会議員・上河内選挙区の補欠選挙が８月

９日に行われ、山田孝英さん（57）が初当

選しました。山田さんは、自由民主党議

員会に所属。


